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一
般
議
案

公
の
施
設
の
指
定
管
理
者
の
指
定
に

公
の
施
設
の
指
定
管
理
者
の
指
定
に

つ
い
て
（
森
町
小
規
模
保
育
所
）

つ
い
て
（
森
町
小
規
模
保
育
所
）

　
森
町
小
規
模
保
育
所
の
指
定
管
理

者
と
し
て
「
子
育
て
サ
ポ
ー
ト
わ
ら

べ
の
会
」
を
指
定
す
る
。

森
町
道
路
線
の
廃
止
に
つ
い
て

森
町
道
路
線
の
廃
止
に
つ
い
て

　
「
一
藤
五
明
線
」
及
び
「
五
明
線
」

の
２
路
線
を
廃
止
す
る
。

森
町
道
路
線
の
認
定
に
つ
い
て

森
町
道
路
線
の
認
定
に
つ
い
て

　
「
五
明
線
」
の
１
路
線
を
認
定
す
る
。

人
　
事

森
町
農
業
委
員
会
委
員
の
任
命
に
つ

森
町
農
業
委
員
会
委
員
の
任
命
に
つ

い
て
い
て

　　

一い
っ
き木
克か
つ
あ
き昭
氏
、
小お
ざ
わ澤
清せ
い
い
ち市
氏
、

佐さ

の野
敦あ
つ
こ子
氏
、
清し
み
ず水
辰た
つ
の
り範
氏
、

杉す
ぎ
も
と本
祐ゆ

み

よ
美
世
氏
、
竹た
け
う
ち内
靖や
す
よ代
氏
、

中な
か
ね根

幸ゆ
き
お男

氏
、
藤ふ
じ
つ
か塚

英え
い
い
ち一

氏
、

船ふ
な
ぎ木
等ひ
と
し
氏
、
村む
ら
ま
つ松
喜き

よ

し
代
志
氏
、

森も
り
し
た下
茂し
げ
る
氏
、
森も
り
し
た下
光み
つ
ひ
ろ宏
氏
を
任
命
す

る
こ
と
に
同
意
す
る
。

補
正
予
算

森
町
消
防
団
条
例
の
一
部
を
改
正
す

森
町
消
防
団
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
に
つ
い
て

る
条
例
に
つ
い
て

　
森
町
消
防
団
と
し
て
、
年
間
を
通

じ
て
活
動
実
績
の
な
い
団
員
に
対
し

て
、
年
額
報
酬
を
不
支
給
と
す
る
た

め
条
例
改
正
す
る
。

森
町
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
部

森
町
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

（
詳
し
く
は
Ｐ
ｉ
ｃ
ｋ
ｕ
ｐ
♳
）

令
和
６
年
度
森
町
一
般
会
計
補
正
予

令
和
６
年
度
森
町
一
般
会
計
補
正
予

算
（
第

算
（
第
1414
号
）
号
）

補
正
額

補
正
額    

２
億
９
，
６
６
７
万
８
千
円

２
億
９
，
６
６
７
万
８
千
円

（
詳
し
く
は
Ｐ
ｉ
ｃ
ｋ
ｕ
ｐ
♴
）

条
　
例

防災資機材購入等の補正予算防災資機材購入等の補正予算

国民健康保険税の税率改定国民健康保険税の税率改定

▲定例会の動画は▲定例会の動画は
こちらからこちらから

（森町議会 YouTube）（森町議会 YouTube）

　
森
町
議
会
は
、
３
月
定
例
会
を
３
日
か
ら
26
日
ま
で
の
会
期
24
日
間
で
開
催
し
ま
し
た
。

令
和
７
年
度
の
当
初
予
算
を
は
じ
め
、
補
正
予
算
や
条
例
改
正
な
ど
提
案
さ
れ
た
34
議
案

を
審
議
し
、
全
て
可
決

全
て
可
決
し
ま
し
た
。

　
一
般
質
問
は
、
9
人
が
質
問
し
ま
し
た
。（ 

10
～ 

19 

ペ
ー
ジ
に
掲
載 

）

３ 月３ 月
定例会定例会

３月定例会概要３月定例会概要
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主
な
質
疑
内
容

主
な
補
正
内
容

２
億
９
６
６
７
万
８
千
円
を
追
加
し
、

令
和
６
年
度
一
般
会
計
予
算
総
額
を
１
１
４
億
５
５
３
５
万
７
千
円
と
す
る

＼Pickup ／＼Pickup ／

  

防
災
資
機
材
購
入
等
の
補
正
予
算
（
第

防
災
資
機
材
購
入
等
の
補
正
予
算
（
第
1414
号
）
号
）

改
正
の
目
的

改
正
の
目
的

　

税
額
や
税
率
を
改
定
す
る
こ
と
に
よ

り
、
財
源
を
確
保
し
、
国
民
健
康
保
険

事
業
を
安
定
的
か
つ
持
続
的
に
運
営
す

る
た
め
。

改
定
内
容
（
税
率
）

改
定
内
容
（
税
率
）

　 国
民
健
康
保
険
税
の
税
額
や
税
率
を
改
定
す
る
条
例
改
正

現行 改正後 現行との差

基礎課税額
（医療給付分）

所得割 6.00% 6.90% +0.90%
均等割 25,000 円 26,600 円 +1,600 円
平等割 21,600 円 23,600 円 +2,000 円

後期高齢者
支援金等課税額

所得割 1.95% 2.80% +0.85%
均等割 7,500 円 10,100 円 +2,600 円
平等割 6,700 円 8,700 円 +2,000 円

介護納付金
課税額

所得割 1.15% 1.90% +0.75%
均等割 13,700 円 19,500 円 +5,800 円

防
災
対
策
経
費
、諸
備
品
購
入

防
災
対
策
経
費
、諸
備
品
購
入

費
の
中
に
生
理
用
品
は
含
ま
れ

費
の
中
に
生
理
用
品
は
含
ま
れ

て
い
る
の
か
。

て
い
る
の
か
。

今
回
の
諸
備
品
は
、災
害
時
の

避
難
場
所
の
環
境
改
善
を
図
る

た
め
、非
常
用
浄
水
器
や
パ
ッ

ク
式
ト
イ
レ
等
を
購
入
す
る
も

の
で
、生
理
用
品
は
含
ま
れ
て

い
な
い
。今
後
、計
画
的
に
配

備
し
て
い
く
。

孤
立
予
想
集
落
に
お
け
る
自
主

孤
立
予
想
集
落
に
お
け
る
自
主

避
難
所
の
備
品
購
入
と
い
う
こ

避
難
所
の
備
品
購
入
と
い
う
こ

と
だ
が
、孤
立
予
想
集
落
と
は

と
だ
が
、孤
立
予
想
集
落
と
は

ど
こ
か
。

ど
こ
か
。

三
倉
地
区
の
全
域
、天
方
地
区
の

葛
布
・
鍛
治
島
・
亀
久
保
・
嵯
塚
、

森
地
区
の
橘
・
薄
場
の
17
か
所
で

あ
る
。

　

孤
立
予
想
集
落
だ
け
で
は
な

く
、町
指
定
避
難
所
15
か
所
に
も

備
品
を
配
備
す
る
。

事業項目 金　額 内　容

町道改築工事町道改築工事 ２２，，６００万円６００万円 町道本町城下線法面対策
に係る工事費。

諸備品購入費諸備品購入費
（防災対策経費）（防災対策経費） ３，８０８３，８０８万５千円万５千円

町指定避難所及び孤立予
想集落に非常用浄水器や
パック式トイレ、緊急災
害用シャワーを整備。

現年発生林道補助現年発生林道補助
災害復旧工事災害復旧工事 ９，０００万円９，０００万円 大尾大日山線に係る復旧

工事。
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国
保
税
の
税
率
は
ど
の
よ
う

国
保
税
の
税
率
は
ど
の
よ
う

に
変
化
し
て
き
て
い
る
の
か
。

に
変
化
し
て
き
て
い
る
の
か
。

ど
の
地
域
、ど
の
よ
う
な
世
帯

構
成
で
あ
っ
て
も
同
じ
負
担

に
す
る
た
め
、国
で
は
令
和
15

年
ま
で
に
県
単
位
で
の
統
一

を
目
標
に
し
て
い
る
。

近
年
の
被
保
険
者
数
の
推
移

近
年
の
被
保
険
者
数
の
推
移

は
。
は
。

平
成
30
年
度
が
４
，４
９
８
人

だ
っ
た
が
令
和
6
年
度
は
、３
，

７
５
６
人
と
減
少
し
て
き
て

い
る
。そ
の
理
由
は
①
全
体
の

人
口
減
少
、②
後
期
高
齢
者
医

療
制
度
へ
移
行
す
る
方
が
増

え
た
こ
と
、③
社
会
保
険
適
用

拡
大
に
よ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

今
回
改
定
を
し
た
ら
、し
ば
ら

今
回
改
定
を
し
た
ら
、し
ば
ら

く
は
改
定
は
な
い
か
。

く
は
改
定
は
な
い
か
。

国
民
健
康
保
険
運
営
協
議
会

に
お
い
て
、数
多
く
の
議
論
を

い
た
だ
き
、被
保
険
者
の
急
激

な
負
担
増
を
で
き
る
だ
け
避

け
る
た
め
、
毎
年
見
直
し
を

行
っ
た
上
で
検
討
し
て
い
く

こ
と
と
な
る
。

  

国
民
健
康
保
険
税
の
税
率
等
改
定

国
民
健
康
保
険
税
の
税
率
等
改
定
に
よ
る
条
例
改
正

に
よ
る
条
例
改
正

＼Pickup ／＼Pickup ／

主
な
改
正
内
容

主
な
質
疑
内
容



　自主財源の大半を占める町
税は、地方財政計画の見込み
や令和６年度決算見込み等を
考慮し、前年度と比べて２. ９
パーセント増の２３億４, ７３
８万２千円としました。
　また、地方交付税交付金は、
地方財政計画や実績見込み等
を考慮し、前年度と比べて１
億１千万円増の２２億１千万
円としました。

  歳入（収入） 歳入（収入） 

　歳出の主な増加要因は、ガ
バメントクラウドを活用した
標準準拠システムへの移行の
ための標準化・共通化システ
ム整備委託料、制度改正に伴
う児童手当費や交通安全対策
事業（町道新田赤松線改築外）
の増加等が挙げられます。
　また、減額要因は、工業団
地基盤強化事業（社会資本整
備交付金）、町営住宅中川下団
地外壁改善工事や森町文化会
館長寿命化対策設備改修事業
の減少等が挙げられます。

  歳 出（ 支 出 ） 歳 出（ 支 出 ） 

ガバメントクラウドとは
　国が構築した共通的なシステム
基盤。国や全国の自治体が活用で
きるもの。
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第一常任委員会注目事業第一常任委員会注目事業

英語教育推進事業（JETプログラム含む）

ＡＬＴ（外国語指導助手）の国籍は。ＡＬＴ（外国語指導助手）の国籍は。
ＪＥＴプログラムの活用でアメリカ人が 3 人、イギ

リス人が 1 人、直接雇用でカナダ人が 1 人、派遣会社
委託でフィリピン人が 1 人である。

英語教育の効果は。英語教育の効果は。
校内の掲示板や階段などに英語の表記が増え、授業だけでなくＡＬＴと児童・生徒

が常に関わり、会話をしているような様子が見られ、外国籍の人たちと当たり前のよ
うに接している雰囲気を感じている。

３，５０６万６千円３，５０６万６千円

部活動地域移行推進事業

地域クラブ活動推進協議会の進捗状況は。地域クラブ活動推進協議会の進捗状況は。
令和６年度に協議会を 3 回行った。中学校部活動の地域移行スケジュールを示し、

令和 10 年度を目標に地域移行を進めている。

部活動地域移行の課題は。部活動地域移行の課題は。
一番の問題は指導者の確保。現時点では 27 人ほどの登録がある。

地域クラブ活動の指導者の報酬は。地域クラブ活動の指導者の報酬は。
今後設置予定の「スタート・アップ！Ｍｏｒｉ・Ａｓａｈｉ」クラブは実証実験的

な位置づけであり、参加費として 1 回 500 円を徴収し、その参加費で指導者の報酬
1 時間当たり 2,000 円を支払う予定。実施後、それが適当か検証を行い、最終的に地
域クラブが立ち上がれば、地域クラブ側で報酬等を確定していくことになる。

１１万８千円１１万８千円



もりまち議会だより 6

第二常任委員会注目事業第二常任委員会注目事業
上水道安全対策事業繰出金

南部配水池の工事予定は。南部配水池の工事予定は。
令和７年度、令和８年度に新しい配水池の

増設を行い、令和９年度に既存の配水池の屋
根の修繕を行う。

８，９３０万円８，９３０万円

マイナンバーカード交付事業

個人番号カードが配布されてから数年経つが、個人番号カードが配布されてから数年経つが、
問題はないか。問題はないか。

現在の町の交付率は 91.7 パーセント。申請は
任意であり、今のところ問題はない。申請したく
てもスマートフォンを使えない、または窓口等に
出向くことができない方に対して、出張申請を受
け付けている。

８２０万１千円８２０万１千円

森町体験の里指定管理委託

森町体験の里コンサルティング調査から導森町体験の里コンサルティング調査から導
いた改善点は。いた改善点は。

運営体制の効率化として、予約システムを
導入し、24 時間受け付けることで顧客を逃が
さず、さらに余裕のできたスタッフによるサー
ビス向上対策ができるようになった。

４，４００万円４，４００万円

省エネ家電買替購入費補助金

森町省エネ家電買替購入費補助金の詳細は。森町省エネ家電買替購入費補助金の詳細は。
エアコン、冷蔵庫、冷凍庫、テレビ、ＬＥＤ照

明器具、電子レンジ、炊飯ジャーの品目で、省エ
ネラベリング制度による省エネ基準達成率 100
パーセント以上のものが対象。買替えに限るので、
家電リサイクル券の発行を受けるなどし、領収書
とともに申請する。対象経費の３分の 1 補助、上
限５万円で２００件分を計上。

１，０００万円１，０００万円



　歳出の大きなものとして、台風・
豪雨で被災した災害復旧工事、新田
赤松線の継続工事、天方コミュニ
ティ防災センターの設置に向けた改
修が計上されている。また、「遠州
の小京都リノベーション計画」に基
づき、歴史的建造物調査・図面作成
など、城下地区の歴史的建造物に対
しての利活用を進める予算も計上さ
れている。
　歳入については、ふるさと応援金
を活用し、交付税算入率の高い町債
を考慮しながら、将来的公平性のあ
る負担を勘案し、確保している。
　将来の森町の発展の足掛かりとな
る事業を組み込み、その先に期待が
持てる予算になっている。

（ 川岸　和花子 ）

　森町では人口減少が進む中で、住
宅建設や企業進出が進まないことは
大きな懸念材料となっている。
　今後の「リノベーション推進計画」
期間の約 10 年間に多額の費用を要
するため、メリット・デメリットの
検証が必要である。
　太田町長就任から遠州の小京都リ
ノベーション事業、シティプロモー
ション事業など、町中の施策がかな
り多くなっていると考える。町全体
を「遠州の小京都」と銘打つのであ
れば全町的な施策を打つべきである。

( 西田　彰 )

令和７年度森町一般会計予算に対し、討論討論がありました。

　
森
町
議
会
は
、
1
月
臨
時
会
を
27
日
に
会

期
１
日
間
で
開
催
し
ま
し
た
。

　
補
正
予
算
な
ど
提
案
さ
れ
た
２
議
案
を
審

議
し
、
賛
成
全
員
で
可
決

賛
成
全
員
で
可
決
し
ま
し
た
。

1 月1 月
臨時会臨時会

令
和
６
年
度
森
町
一
般
会
計
補
正
予

令
和
６
年
度
森
町
一
般
会
計
補
正
予

算
（
第

算
（
第
1212
号
）
号
）

補
正
額　

  

７
２
３
万
３
千
円

７
２
３
万
３
千
円

補補  

正正  

予予  

算算

一一  

般般  

議議  

案案  

建
設
工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

建
設
工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

対
象
工
事

対
象
工
事　

　
　

町
道
鍛
治
島
・
大
久
保
線

鍛
治
島
橋
上
部
工
架
設
工
事

契契  

約約  

者者　

岡
野
建
設
株
式
会
社

契
約
金
額

契
約
金
額　

１
億
２
，４
３
０
万
円

履
行
箇
所

履
行
箇
所　

森
町
鍛
治
島
地
内

履
行
期
間

履
行
期
間　

令
和
７
年
１
月
29
日
～

令
和
８
年
３
月
19
日

事業名 金　額
準用河川第２小籔川準用河川第２小籔川
浚渫事業浚渫事業 ３２０万円３２０万円

中学校通級指導教室中学校通級指導教室
開設事業開設事業 ４０３万３千円４０３万３千円
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３月定例会討論・１月臨時会概要３月定例会討論・１月臨時会概要



３月定例会審議結果３月定例会審議結果

１月臨時会審議結果１月臨時会審議結果

▶ ２ページに掲載

▶ ７ページに掲載

▶ ７ページに掲載

▶ ２ページに掲載

▶ ３ページに掲載

▶ ３ページに掲載

▶ ２ページに掲載

▶ ２ページに掲載

▶ ２ページに掲載

１月臨時会・３月定例会審議結果１月臨時会・３月定例会審議結果

もりまち議会だより 8



▶ ４ページに掲載

政策提言検証評価政策提言検証評価

　　３月２６日の本会議最終日に、議長、副議長、第一・第二常任委員会の委員長、３月２６日の本会議最終日に、議長、副議長、第一・第二常任委員会の委員長、
副委員長の６人で町長に政策提言の検証評価を提出しました。副委員長の６人で町長に政策提言の検証評価を提出しました。

 ・政策提言とは
　…町政の様々な課題を解決するために、町長
　　に対して具体的な政策を提案する取組を行
　　うことです。

・政策提言を提出してから検証評価するまでの
　流れ
　…町当局が提言をどのように施策に反映させたかを検証し、評価します。

・評価の基準
　…必要な取組が実施されているか、目標が達成されているか等を検証し、ＡからＥまでの５段階で
　　ランク付けをします。（最も良い評価がＡ評価）

9 もりまち議会だより
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町政の考えを問う

一 般 質 問一 般 質 問一 般 質 問一 般 質 問
　一般質問とは、町議会議員が町政全般について、町長や執行機関に質問するこ
とをいいます。
　３月定例会においては、全議員12 人中　　人の議員が一般質問を行いました。
質問と答弁の要約した内容を質問順に掲載します。

９

　森町議会の YouTube では、本会議の質疑だけではなく、一般質問の様子も公
開しています。
　議員ごとにデータが分かれていますので、見たい一般質問が探しやすくなって
います。本会議に来られた方も、来られなかった方も、ぜひ一度ご覧ください。

増増
ま す だま す だ

田田　　恭恭
きょうこきょうこ

子子 議　員 ●森町景観計画の進捗状況について

平平
ひらかわひらかわ

川川　　勇勇
いさむいさむ

議　員
●役場職員の森町在住者の割合について
●町中の火の見櫓

やぐら
の保存について

中中
な か ねな か ね

根根　　幸幸
ゆ き おゆ き お

男男 議　員
●森町袋井インター通り線の促進整備について
●中川下工業専用地域の開発と企業誘致について

佐佐
さ と うさ と う

藤藤　　明明
あきたかあきたか

孝孝　　 議　員
●ふるさと納税返礼品について
●職員の資格取得制度の取組について

西西
に し だに し だ

田田　　彰彰
あきらあきら

議　員 ●学校給食無償化について

清清
し み ずし み ず

水水　　健健
けんいちけんいち

一一 議　員 ●三倉小学校跡地利活用について

加加
か と うか と う

藤藤　　久久
ひさゆきひさゆき

幸幸 議　員
●町立の義務教育諸学校の適切な教員数の維持・
　確保の実態について

川川
かわぎしかわぎし

岸岸　　和和
わ か こわ か こ

花子花子 議　員 ●森町の茶業構造の転換について

岡岡
お か どお か ど

戸戸　　章章
あ き おあ き お

夫夫 議　員
●第10 次総合計画策定について
●プロジェクトマネージャーの導入について

もりまち議会だより 10
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景
観
重
要
建
造
物
・
景
観
重

要
樹
木
の
指
定
の
進
め
方
は
。

所
有
者
の
意
見
や
考
え
方
を

し
っ
か
り
聞
き
取
り
な
が
ら

進
め
て
い
く
。

所
有
者
や
町
民
の
協
力
が
な

け
れ
ば
進
め
て
い
け
な
い
と

思
う
が
、
補
助
金
・
交
付
金
等
を
考

え
て
い
る
か
。

補
助
金
に
つ
い
て
も
検
討
し

て
い
き
た
い
。

森
町
景
観
計
画
は
、
将
来
像

を
景
観
の
観
点
か
ら
実
現
す

る
こ
と
を
目
指
す
も
の
と
の
こ
と
だ

が
、
現
在
進
め
て
い
る
町
の
計
画
は

そ
れ
ぞ
れ
に
担
当
課
が
異
な
っ
て
い

る
。
ど
の
よ
う
に
整
合
性
を
図
っ
て

い
く
の
か
。

政
策
企
画
課
が
横
断
的
に
取

り
ま
と
め
る
。
各
種
計
画
の

担
当
課
長
・
担
当
係
が
協
議
を
す
る

等
に
よ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
計
画
を
共

有
し
て
い
く
。

町
民
に
対
し
て
、
計
画
の
周

知
・
意
識
の
啓
発
に
取
り
組

む
と
あ
る
が
具
体
的
に
は
。

景
観
形
成
重
点
地
区
の
候
補

地
に
対
し
て
の
勉
強
会
や

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
開
催
。
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
派
遣
等
を
検
討
し
て
い
く
。

景
観
計
画
策
定
、
景
観
条
例

制
定
か
ら
２
年
が
経
過
す
る

が
、
景
観
条
例
重
点
地
区
設
定
の
進

捗
状
況
は
。

現
時
点
に
お
い
て
、
具
体
的

に
景
観
形
成
重
点
地
区
と
し

て
指
定
し
た
地
区
は
な
い
。

景
観
重
要
建
造
物
・
景
観
重

要
樹
木
の
指
定
件
数
は
。

現
時
点
で
指
定
し
た
も
の
は

な
い
。

大
規
模
な
建
築
や
工
作
物
の

設
置
、
開
発
行
為
を
行
う
際

に
は
届
出
が
必
要
と
な
っ
た
が
、
届

出
や
事
前
相
談
は
あ
っ
た
か
。

令
和
５
年
度
は
９
件
、
令
和

６
年
度
は
２
件
あ
っ
た
。

一般質問の映像

　　
景
観
形
成
重
点
地
区
と
し
て
指
定
し
た
地
区
は
な
い

景
観
形
成
重
点
地
区
と
し
て
指
定
し
た
地
区
は
な
い

答答
　　
森
町
景
観
計
画
の
進
捗
状
況
は

森
町
景
観
計
画
の
進
捗
状
況
は

問問
増
ま す だ

田　 恭
き ょ う こ

子

町政の考えを問う

森町景観計画について
令和４年 10 月号　広報もりまち掲載内容（抜粋）



町政の考えを問う

もりまち議会だより 12
城下にある火の見 櫓

やぐら

火
の
見
櫓や
ぐ
らの

所
有
者
は
。

土
地
に
つ
い
て
は
主
に
借
地

で
あ
る
が
、
火
の
見
櫓や
ぐ
らは

町

が
管
理
し
て
い
る
。
所
管
は
防
災
課
。

（
令
和
７
年
度
か
ら
は
危
機
管
理
課
）

【
そ
の
他
の
質
問
】

町
中
の
火
の
見

町
中
の
火
の
見
櫓櫓や

ぐ
ら

や
ぐ
らのの

　
保
存
に
つ
い
て

　
保
存
に
つ
い
て

城
下
地
区
は
、
古
民
家
や
町

並
み
保
全
等
で
歴
史
的
資
源

活
用
の
ま
ち
づ
く
り
事
業
計
画
で
あ
る

た
め
、
火
の
見
櫓や
ぐ
らの

保
全
活
用
を
考
え

る
べ
き
で
は
な
い
か
。

現
存
す
る
火
の
見
櫓や
ぐ
らは

、
経

年
劣
化
に
よ
り
さ
び
や
腐
食

が
散
見
さ
れ
る
。
安
全
面
を
最
優
先
と

考
え
て
、
地
元
か
ら
解
体
・
撤
去
の
要

望
や
危
険
性
の
高
い
も
の
か
ら
順
次
撤

去
を
し
て
お
り
、
今
後
も
そ
の
方
針
で

進
め
た
い
。
城
下
地
区
の
皆
さ
ん
が
歴

史
的
資
源
活
用
ま
ち
づ
く
り
、
地
域
の

ラ
ン
ド
マ
ー
ク
と
し
て
残
し
た
い
と
い

う
希
望
が
あ
る
な
ら
ば
、
地
域
の
皆
さ

ん
と
共
に
保
全
活
用
を
検
討
し
て
い
き

た
い
。

出
身
者
は
7
人
で
、
5
パ
ー
セ
ン
ト
。

採
用
予
定
者
数
は
24
人
、
そ
の
う
ち
森

町
在
住
・
出
身
者
は
2
人
で
、
8
パ
ー

セ
ン
ト
で
あ
る
。
採
用
試
験
は
、
住
所

地
も
町
内
、
県
外
と
制
限
す
る
こ
と
な

く
幅
広
く
門
戸
を
開
き
、
優
秀
な
人
材

を
確
保
す
る
よ
う
に
努
め
て
い
る
。
森

町
在
住
・
出
身
者
を
増
や
す
取
組
を
検

討
し
て
い
く
。

課
長
職
の
町
外
在
住
者
の
割

合
は
。

18
パ
ー
セ
ン
ト
弱
で
あ
る
。

令
和
4
年
9
月
の
一
般
質
問

に
引
き
続
き
、
2
回
目
の
質

問
を
す
る
。

　
自
然
災
害
が
頻
発
し
、
南
海
ト
ラ
フ

地
震
も
脅
威
に
な
っ
て
い
る
。
町
民
の

安
心
・
安
全
を
考
え
、
現
在
の
役
場
職

員
の
森
町
在
住
者
の
割
合
や
採
用
試
験

受
験
者
数
の
割
合
は
ど
の
よ
う
に
な
っ

て
い
る
の
か
。　

令
和
６
年
４
月
１
日
時
点
で
、

町
長
・
副
町
長
・
教
育
長
を

除
い
た
役
場
正
規
職
員
は

184
人
、
会
計

年
度
任
用
職
員

115
人
の
合
計

299
人
。（
幼

稚
園
教
諭
、
小
中
学
校
の
調
理
員
・
用

務
員
、
森
町
病
院
事
務
局
職
員
を
含

む
。）
こ
の
う
ち
町
内
在
住
者
の
職
員

数
は
正
規
職
員
91
人
、
会
計
年
度
任
用

職
員
83
人
の
合
計

174
人
。
58
パ
ー
セ
ン

ト
が
町
内
在
住
者
で
あ
る
。
令
和
６
年

度
実
施
分
の
職
員
採
用
試
験
で
は
、
申

込
者
数

132
人
、
そ
の
う
ち
森
町
在
住
・

一般質問の映像

　

職
員

　

職
員
299299
人
の
う
ち
町
内
在
住
者
は

人
の
う
ち
町
内
在
住
者
は
174174
人
、
人
、
5858
パ
ー
セ
ン
ト

パ
ー
セ
ン
ト

答答 　　

役
場
職
員
の
森
町
在
住
者
の
割
合
は

役
場
職
員
の
森
町
在
住
者
の
割
合
は

問問
平
ひ ら か わ

川 勇
いさむ
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県
並
び
に
袋
井
市
と
連
携
し
、
積
極
的
に
取
り
組
み
た
い

県
並
び
に
袋
井
市
と
連
携
し
、
積
極
的
に
取
り
組
み
た
い

答答
　　
森
町
袋
井
イ
ン
タ
ー
通
り
線
の
整
備
促
進
は

森
町
袋
井
イ
ン
タ
ー
通
り
線
の
整
備
促
進
は

問問
中
な か ね

根　 幸
ゆ き お

男

一般質問の映像

東
側
未
利
用
地「
牛
飼
他（
Ｃ

区
画
）」
は
、
開
発
行
為
の

接
道
要
件
で
あ
る
幅
員
９
メ
ー
ト
ル

の
幹
線
道
を

100
メ
ー
ト
ル
延
伸
す
る

工
事
を
進
め
て
い
る
。
令
和
７
年
度

ま
で
の
工
事
に
よ
り
、
進
出
を
希
望

す
る
企
業
に
お
い
て
も
、
開
発
が
可

能
な
状
況
と
な
る
。

　
西
側
未
利
用
地
「
中
川
下
（
Ａ
区

画
）」
の
企
業
誘
致
用
地
の
造
成
は
、

県
企
業
局
に
よ
る
造
成
事
業
を
検
討

し
て
い
る
。

　
令
和
７
年
度
は
、
開
発
可
能
性
詳

細
調
査
業
務
委
託
料
を
計
上
、
測
量

業
務
や
地
質
調
査
等
を
実
施
す
る
。

令
和
８
年
度
に
は
県
企
業
局
と
の
協

定
締
結
、
実
施
設
計
、
令
和
９
年
度

に
は
地
権
者
と
の
土
地
売
買
契
約
の

締
結
、
令
和
９
年
度
か
ら
令
和
11
年

度
に
か
け
て
造
成
工
事
を
想
定
し
て

い
る
。

市
が

900
メ
ー
ト
ル
、
森
町
が

500
メ
ー
ト

ル
区
間
の
整
備
を
進
め
る
覚
書
を
締
結

し
た
。

　
令
和
７
年
度
は
、
事
業
区
間
全
体
の

軟
弱
地
盤
対
策
の
検
討
、
地
質
調
査
及

び
橋
梁り
ょ
う

予
備
設
計
、
令
和
８
年
度
は

道
路
詳
細
設
計
、
令
和
９
年
度
～
令
和

11
年
度
は
、
用
地
測
量
・
用
地
調
査
等

を
計
画
し
、
順
調
に
進
め
ば
、
令
和
12

年
度
着
工
の
計
画
と
し
て
い
る
。

【
そ
の
他
の
質
問
】

中
川
下
工
業
専
用
地
域

中
川
下
工
業
専
用
地
域

　
の
開
発
と
企
業
誘
致

　
の
開
発
と
企
業
誘
致

　
　
に
つ
い
て

　
　
に
つ
い
て

中
川
下
工
業
専
用
地
域
は
、

企
業
誘
致
を
進
め
る
上
で
、

重
要
な
位
置
づ
け
と
な
っ
て
い
る
。

　
企
業
誘
致
に
向
け
て
今
後
の
計
画

を
伺
う
。

森
町
袋
井
イ
ン
タ
ー
通
り
線

は
、
新
東
名
「
森
掛
川
Ｉ
Ｃ
」

と
東
名
「
袋
井
Ｉ
Ｃ
」
を
結
び
、
さ
ら

に
国
道
１
号
線
や
国
道

150
号
線
を
結
ぶ

広
域
幹
線
道
路
で
、
産
業
振
興
や
沿
線

の
開
発
な
ど
大
変
期
待
が
寄
せ
ら
れ
て

い
る
。

　
森
町
管
内
の
整
備
状
況
等
に
つ
い
て

伺
う
。

谷
中
～
円
田
区
内
1.2
キ
ロ

メ
ー
ト
ル
は
、
県
道
路
事
業

と
し
て
進
め
ら
れ
て
い
る
。

　
河
川
付
替
、
農
業
用
排
水
路
の
付
替
、

橋
梁り
ょ
う

架
設
、
交
差
点
の
改
良
工
事
等

も
あ
り
、
県
の
説
明
で
は
、
工
事
着
手

か
ら
お
よ
そ
９
年
は
か
か
る
と
の
こ
と

で
あ
る
。

　
中
川
上
公
民
館
前
の
交
差
点
～
下
山

梨
ま
で
の
2.3
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
区
間
は
、

事
業
促
進
を
図
る
た
め
、
県
が
太
田
川

の
橋
を
含
め
前
後

900
メ
ー
ト
ル
、
袋
井

町政の考えを問う

中川下工業専用地域内幹線道路



デジタルリテラシーとは
　活用されているデジタル技術に
関する知識があること、デジタル
技術を活用する方法を知っている
こと。

町政の考えを問う
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災
害
等
、
様
々
な
分
野
で
活

躍
す
る
ド
ロ
ー
ン
に
つ
い
て

は
、
す
ぐ
に
で
も
操
縦
資
格
が
必
要
と

思
う
が
、
考
え
は
ど
う
か
。

町
に
お
い
て
、
ド
ロ
ー
ン
を

令
和
６
年
度
に
１
機
購
入
し

た
。
ド
ロ
ー
ン
の
操
縦
に
つ
い
て
は
、

基
礎
知
識
を
始
め
、
各
種
法
令
等
の
知

識
も
必
要
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
職
員
の

国
家
資
格
取
得
の
た
め
、
令
和
７
年
度

予
算
で
２
人
分
計
上
し
た
。

【
そ
の
他
の
質
問
】

職
員
の
資
格
制
度
の

職
員
の
資
格
制
度
の

取
組
に
つ
い
て

取
組
に
つ
い
て

職
員
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
な
ど
の
各
種

資
格
取
得
制
度
に
つ
い
て
伺

う
。

Ｄ
Ｘ
を
進
め
る
上
で
、
役
場

内
の
デ
ジ
タ
ル
人
材
育
成
及

び
外
部
人
材
の
活
用
も
重
要
な
要
素
と

考
え
て
い
る
。

　
令
和
５
年
12
月
に
総
務
省
か
ら
「
人

材
育
成
・
確
保
基
本
方
針
策
定
指
針
」

が
公
表
さ
れ
、
新
た
に
「
デ
ジ
タ
ル
人

材
の
育
成
・
確
保
」
が
項
目
と
し
て
盛

り
込
ま
れ
た
。
デ
ジ
タ
ル
技
術
を
活
用

し
た
業
務
は
、
全
庁
的
に
必
要
と
さ
れ

て
お
り
、
全
て
の
職
員
に
基
本
的
な
デ

ジ
タ
ル
リ
テ
ラ
シ
ー
の
習
得
は
不
可
欠

と
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
な

ど
各
種
資
格
の
取
得
を
推
進
し
て
い
る
。

遇
措
置
が
受
け
ら
れ
る
制
度
で
あ
る
。

令
和
３
年
度
に
は
２
件
80
万
円
、
令
和

４
年
度
に
は
３
件

160
万
円
、
令
和
５
年

度
に
は
１
件
30
万
円
、
令
和
６
年
度
２

月
末
ま
で
に
３
件
90
万
円
の
寄
附
申
込

み
を
い
た
だ
い
た
。
今
後
も
財
源
確
保

と
い
う
面
か
ら
も
有
益
で
あ
る
と
認
識

し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
ふ
る
さ
と
納
税

マ
ッ
チ
ン
グ
支
援
サ
ー
ビ
ス
の
活
用
や

ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
に
よ
る
企
業
版
ふ
る

さ
と
納
税
獲
得
等
に
よ
り
積
極
的
に
取

り
組
ん
で
い
く
。

一般質問の映像

　　

ふ
る
さ
と
納
税
返
礼
品
に
つ
い
て
伺
う

ふ
る
さ
と
納
税
返
礼
品
に
つ
い
て
伺
う

問問　　

新
し
い
魅
力
あ
る
返
礼
品
の
発
掘
に
努
め
る

新
し
い
魅
力
あ
る
返
礼
品
の
発
掘
に
努
め
る

答答
佐
さ と う

藤　 明
あ き た か

孝

森
町
ふ
る
さ
と
納
税
返
礼
品

の
価
値
あ
る
も
の
を
ど
の
よ

う
な
手
法
で
発
掘
す
る
の
か
。

令
和
６
年
10
月
か
ら
総
務
省

が
定
め
る
ふ
る
さ
と
納
税

指
定
基
準
の
見
直
し
が
さ
れ
た
中
で
、

町
の
返
礼
品
は
令
和
７
年
２
月
末
時

点
で

416
品
と
増
加
し
て
い
る
。
今
後

は
寄
附
の
獲
得
に
向
け
、
町
の
返
礼

品
の
す
ば
ら
し
さ
を
的
確
に
Ｐ
Ｒ
で

き
る
よ
う
、
委
託
業
者
、
外
部
人
材

な
ど
も
活
用
し
な
が
ら
財
源
の
確
保

や
地
場
産
業
の
振
興
に
努
め
て
ま
い

り
た
い
。企

業
版
ふ
る
さ
と
納
税
を
推

進
す
る
方
策
は
。

企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
は
、

企
業
が
寄
附
を
通
じ
て
地
方

公
共
団
体
の
行
う
地
方
創
生
の
取
組

を
応
援
し
た
場
合
に
、
税
制
上
の
優



町の子育て支援
情報発信中！

て
い
る
。

　
学
校
給
食
に
つ
い
て
は
、
健
康
的
で

栄
養
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
安
心
・
安
全

で
お
い
し
い
給
食
を
提
供
し
て
お
り
、

「
学
校
給
食
法
」に
基
づ
き
施
設・設
備・

調
理
な
ど
の
経
費
に
関
し
て
は
学
校
設

置
者
が
負
担
し
、
そ
れ
以
外
の
食
材
料

費
等
に
つ
い
て
は
保
護
者
負
担
と
し
て

い
る
。
今
年
度
、
保
護
者
の
負
担
軽
減

を
図
る
た
め
「
物
価
高
騰
対
応
地
方
創

生
臨
時
交
付
金
」
を
活
用
し
て
、
給
食

費
の
一
部
を
補
助
し
て
い
る
が
、
同
交

付
金
は
、
恒
常
的
な
財
源
と
は
い
え
な

い
た
め
、
経
常
的
に
充
当
し
て
い
く
こ

と
は
ふ
さ
わ
し
く
な
い
と
考
え
て
い
る
。

昨
年
、
文
部
科
学
省
が
学
校
給
食
無
償

化
に
つ
い
て
全
国
自
治
体
に
お
け
る
取

組
実
態
や
成
果
・
課
題
を
調
査
し
、
整

理
し
て
検
討
す
る
予
定
で
あ
る
こ
と
を

発
表
し
た
。
今
後
、
学
校
給
食
無
償
化

に
係
る
新
た
な
取
組
に
対
し
、
速
や
か

▲子育て応援サイト
「もりっこ」はこちら

学
校
給
食
無
償
化
の
自
治
体

が
全
国
に
広
が
っ
て
い
る
。

子
育
て
支
援
が
一
番
の
理
由
で
あ
る
が
、

子
育
て
世
代
の
移
住
者
を
増
や
し
た
い

と
の
思
い
が
伝
わ
る
。
私
た
ち
独
自
の

ア
ン
ケ
ー
ト
で
も
給
食
無
償
化
の
声
が

多
く
あ
る
。
給
食
無
償
化
の
考
え
は
あ

る
か
。

森
町
で
は
子
育
て
支
援
と
し

て
、
オ
ン
ラ
イ
ン
赤
ち
ゃ
ん

健
康
相
談
、
L
I
N
E
子
育
て
相
談

の
ほ
か
、
今
年
度
か
ら
病
気
や
気
に
な

る
症
状
等
を
相
談
で
き
る
医
療
相
談
ア

プ
リ
を
導
入
し
て
い
る
。
ま
た
、
妊
娠

届
出
時
、
出
産
後
に
そ
れ
ぞ
れ
５
万
円

を
支
給
し
、
森
っ
子
就
学
応
援
金
事
業

や
保
育
の
受
け
皿
拡
大
、
０
か
ら
２
歳

ま
で
の
第
２
子
の
保
育
料
無
償
化
を
実

施
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
子
育
て
世

帯
へ
の
経
済
的
負
担
軽
減
や
安
心
し
て

子
育
て
が
で
き
る
町
づ
く
り
を
目
指
し

一般質問の映像

　

新
た
な
取
組
に
対
し
、
国
や
県
の
動
向
を
注
視
し
て
い
く

　

新
た
な
取
組
に
対
し
、
国
や
県
の
動
向
を
注
視
し
て
い
く

答答 　　
「
学
校
給
食
無
償
化
」
に
つ
い
て
実
施
す
る
考
え
は
あ
る
か

「
学
校
給
食
無
償
化
」
に
つ
い
て
実
施
す
る
考
え
は
あ
る
か

問問
西
に し だ

田 彰
あきら

町政の考えを問う

に
対
応
で
き
る
よ
う
国
や
県
の
動
向
を

注
視
し
て
い
く
。　
　
　
　
　
　

▲文部科学省の「『給
食無償化』に関する
課題の整理につい
て」はこちら
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一般質問の映像

　　
町
指
定
避
難
所
と
し
て
の
扱
い
は
解
除
予
定

町
指
定
避
難
所
と
し
て
の
扱
い
は
解
除
予
定

答答 　　
三
倉
小
学
校
跡
地
の
利
活
用
と
町
指
定
避
難
所
と
し
て
の
扱
い
は

三
倉
小
学
校
跡
地
の
利
活
用
と
町
指
定
避
難
所
と
し
て
の
扱
い
は

問問
清
し み ず

水　 健
け ん い ち

一

町政の考えを問う

三
倉
地
区
避
難
所
に
指
定
さ

れ
て
い
る
旧
三
倉
小
学
校
の

跡
地
利
活
用
が
始
ま
っ
た
場
合
、
避
難

所
と
し
て
の
扱
い
は
ど
う
す
る
の
か
。

三
倉
地
区
・
天
方
地
区
の
指

定
避
難
所
の
割
り
振
り
を
見

直
し
、
安
全
性
に
課
題
が
あ
る
旧
三
倉

小
学
校
は
、
指
定
避
難
所
・
指
定
緊
急

避
難
場
所
の
指
定
を
解
除
す
る
予
定
。

当
該
箇
所
が
土
砂
災
害
特
別

警
戒
区
域
等
に
指
定
さ
れ
た

の
は
い
つ
か
。

急
傾
斜
地
の
崩
壊
の
土
砂
災

害
警
戒
区
域
は
平
成
27
年
３

月
に
指
定
、
土
石
流
警
戒
区
域
は
平
成

26
年
１
月
に
指
定
。

三
倉
小
学
校
跡
地
利
用
の
優

先
交
渉
権
者
事
業
者
が
辞
退

さ
れ
た
と
の
こ
と
だ
が
、
今
後
事
業
者

は
危
険
な
状
況
の
中
で
事
業
運
営
を
し

て
い
く
こ
と
に
な
る
と
思
う
が
ど
う
か
。

事
業
者
が
跡
地
利
用
を
検
討

す
る
際
に
、
事
前
に
土
砂
災

害
特
別
警
戒
区
域
（
レ
ッ
ド
ゾ
ー
ン
）

等
に
つ
い
て
を
説
明
し
た
上
で
検
討
し

て
も
ら
う
。三

倉
小
学
校
跡
地
利
活
用
を

優
先
さ
せ
る
た
め
に
、
旧
三

倉
小
学
校
の
町
指
定
避
難
所
を
解
除
す

る
の
か
。学

校
跡
地
利
活
用
と
指
定
避

難
所
解
除
の
タ
イ
ミ
ン
グ
が

一
緒
に
な
っ
た
が
、
利
活
用
と
は
別
で

考
え
て
い
る
。

町
指
定
避
難
所
に
つ
い
て
、

今
後
も
地
元
と
意
見
交
換
を

実
施
す
る
の
か
。

三
倉
・
天
方
地
区
に
限
ら
ず
、

森
町
全
域
に
お
い
て
、
行
政

と
自
主
防
災
会
と
の
連
携
を
強
固
に
し

て
い
く
。



町政の考えを問う

加
か と う

藤　 久
ひ さ ゆ き

幸

一般質問の映像

　　

町
立
小
中
学
校
の
適
正
な
教
員
数
の
維
持
・
確
保
の
実
態
は

町
立
小
中
学
校
の
適
正
な
教
員
数
の
維
持
・
確
保
の
実
態
は

問問　　
会
計
年
度
任
用
職
員
等
を
配
置
し
、
補
助
・
支
援
に
努
め
て
い
る

会
計
年
度
任
用
職
員
等
を
配
置
し
、
補
助
・
支
援
に
努
め
て
い
る

答答

校
務
の
Ｄ
Ｘ
に
よ
る
業
務
効

率
化
や
業
務
内
容
の
見
直
し

を
進
め
る
な
ど
、
今
後
の
取
組
は
。

教
職
員
の
勤
務
実
態
を
十
分

把
握
し
、
園
長
・
校
長
会
等

に
お
い
て
状
況
を
共
有
し
な
が
ら
、
学

校
ぐ
る
み
で
働
き
方
の
見
直
し
へ
の
気

運
を
高
め
て
い
き
た
い
。
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス

ク
ー
ル
構
想
に
よ
り
実
現
さ
れ
た
Ｉ
Ｃ

Ｔ
環
境
を
有
効
に
利
用
し
て
業
務
の
効

率
化
を
図
り
、
教
職
員
に
と
っ
て
よ
り

良
い
働
き
や
す
い
職
場
を
実
現
す
る
こ

と
に
よ
り
、
児
童
生
徒
に
接
す
る
時
間

を
十
分
確
保
し
、
一
層
児
童
生
徒
に

と
っ
て
指
導
・
質
の
高
い
教
育
が
提
供

で
き
る
よ
う
努
め
て
い
き
た
い
。

町
の
教
職
員
の
長
時
間
勤
務

の
実
態
は
。

タ
ブ
レ
ッ
ト
を
利
用
し
た
出

退
勤
シ
ス
テ
ム
に
よ
り
教
職

員
の
在
校
時
間
を
可
視
化
す
る
こ
と
で

実
態
の
把
握
を
し
て
い
る
。
こ
の
状
況

を
元
に
管
理
職
か
ら
時
間
外
勤
務
の
多

い
教
職
員
に
対
し
、指
導・助
言
を
行
っ

た
り
、
定
時
退
庁
の
奨
励
に
努
め
て
い

る
。
１
日
の
平
均
在
校
時
間
は
９
時
間

49
分
で
、
４
月
、
９
月
が
在
校
時
間
が

増
え
る
傾
向
に
あ
る
。

文
部
科
学
省
が
実
施
し
た
教

員
勤
務
実
態
調
査
に
よ
る
と
、

教
員
の
長
時
間
勤
務
に
つ
い
て
一
定
程

度
の
改
善
は
見
ら
れ
る
も
の
の
、
依
然

と
し
て
歯
止
め
が
か
か
ら
な
い
状
況
に

あ
り
、
時
間
外
勤
務
の
削
減
や
業
務
量

の
軽
減
な
ど
働
き
方
改
革
の
さ
ら
な
る

推
進
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

　
県
内
で
は
２
０
２
４
年
当
初
、
公
立

の
義
務
小
中
学
校
で
57
人
の
教
員
が
定

数
未
配
置
と
な
っ
て
い
る
。
町
内
の
定

数
未
配
置
の
現
状
は
。

定
数
基
準
に
よ
り
84
人
の
教

職
員
が
配
置
さ
れ
て
い
る
。

加
配
さ
れ
た
教
職
員
つ
い
て
は
、
11
人

の
配
当
の
う
ち
7
人
が
配
置
さ
れ
て
い

る
。
町
で
は
会
計
年
度
任
用
職
員
や
包

括
業
務
委
託
に
よ
る
支
援
員
等
35
人
を

配
置
し
、
学
校
現
場
で
の
教
職
員
の
補

助
・
支
援
に
努
め
て
い
る
。
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一般質問の映像

　　
伝
統
あ
る
煎
茶
を
残
し
な
が
ら
も
取
り
組
ん
で
い
く
必
要
が
あ
る

伝
統
あ
る
煎
茶
を
残
し
な
が
ら
も
取
り
組
ん
で
い
く
必
要
が
あ
る

答答 　　
輸
出
用
有
機
栽
培
や

輸
出
用
有
機
栽
培
や
碾碾て
ん
て
ん

茶
生
産
に
方
向
転
換
を
考
え
て
い
る
か

茶
生
産
に
方
向
転
換
を
考
え
て
い
る
か

問問
川
かわぎし

岸 和
わ か こ

花 子

町政の考えを問う

た
。
参
加
者
か
ら
は
「
来
場
者
の
年
齢

層
が
若
く
、茶
に
関
す
る
興
味
が
高
い
」

「
碾て
ん

茶
や
有
機
茶
の
ニ
ー
ズ
の
高
さ
を

実
感
し
た
」
と
い
う
報
告
を
受
け
た
。

　
町
と
し
て
も
、
意
欲
の
あ
る
農
家
や

茶
工
場
、
商
業
者
に
対
し
て
国
・
県
の

補
助
事
業
を
活
用
し
、
支
援
し
て
い
く
。

有
機
生
産
へ
の
転
換
は
、
簡

単
な
こ
と
で
は
な
い
こ
と
は

承
知
だ
が
、
そ
れ
で
も
町
内
の
一
部
の

茶
園
か
ら
取
り
か
か
っ
て
は
い
か
が
か
。

輸
出
用
有
機
茶
を
生
産
す
る

た
め
に
は
、
適
し
た
品
種
へ

の
改
植
や
覆
う
資
材
購
入
、
山
に
囲
ま

れ
た
よ
う
な
茶
園
を
確
保
す
る
こ
と
な

ど
難
し
い
課
題
が
多
い
。
生
産
者
・
関

係
者
と
話
合
い
を
し
て
い
る
が
、
ま
だ

ス
タ
ー
ト
ラ
イ
ン
に
立
っ
た
ば
か
り
で

あ
る
。

森
の
茶
に
つ
い
て
、
輸
出
用

有
機
栽
培
や
碾て
ん

茶
生
産
に
方

向
転
換
を
考
え
て
い
る
か
。

近
年
、
緑
茶
の
輸
出
量
は
増

加
し
て
お
り
、
輸
出
単
価
も

高
い
。
輸
出
に
適
し
た
有
機
栽
培
で
抹

茶
の
原
料
で
あ
る
碾て
ん

茶
の
需
要
が
高

ま
っ
て
い
る
。

　
こ
れ
ま
で
森
町
と
し
て
は
輸
出
に
向

け
た
茶
業
振
興
へ
の
転
換
を
進
め
て
こ

な
か
っ
た
が
、
伝
統
あ
る
煎
茶
も
残
し

な
が
ら
新
た
な
有
機
栽
培
や
碾て
ん
茶
生
産

に
取
り
組
ん
で
い
く
必
要
が
あ
る
と
考

え
る
。

茶
業
振
興
協
議
会
で
の
方
向

性
は
。

「
遠
州
森
の
茶
」
の
輸
出
に
よ

る
持
続
性
の
検
討
に
移
行
す

る
き
っ
か
け
の
た
め
、『
台
湾
茶
業
博

覧
会
２
０
２
４
』
へ
出
展
、
視
察
し

碾
てん
茶とは

　揉
も

まずに乾燥させたお茶。茶葉を蒸した後、揉
も

まずにそのま
ま乾燥し、茎や葉脈などを除いた後、細片が「碾

てん
茶」となる。

抹茶の原料となる。
　名称の「碾」は挽

ひ
く行為を表していて、粉砕するためのお茶

であることを意味している。
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町政の考えを問う

岡
お か ど

戸　 章
あ き お

夫

一般質問の映像

　　

第第
1010
次
総
合
計
画
策
定
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は

次
総
合
計
画
策
定
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は

問問　　

令
和
７
年
度
か
ら
令
和
８
年
度
ま
で
を
策
定
期
間
と
す
る

令
和
７
年
度
か
ら
令
和
８
年
度
ま
で
を
策
定
期
間
と
す
る

答答
総
合
計
画
と
総
合
戦
略
を
一

体
化
す
る
狙
い
は
。

検
証
の
負
担
軽
減
と
な
る
。

総
合
戦
略
と
し
て
の
要
件
を

満
た
せ
ば
一
体
化
は
可
能
と
な
る
。

第
9
次
総
合
計
画
策
定
時
に
、

ま
ち
づ
く
り
検
討
会
に
参
画

さ
せ
て
も
ら
っ
た
が
、
第
8
次
の
総
括

が
足
り
な
か
っ
た
と
感
じ
た
。
今
回
は

ど
う
か
。毎

年
、
進
捗
確
認
や
目
標
指

標
確
認
を
行
っ
て
き
た
た
め
、

前
回
よ
り
ス
ム
ー
ズ
に
で
き
る
の
で
は
。

前
回
策
定
に
携
わ
っ
た
方
に
、

総
合
計
画
の
評
価
を
聞
い
た

ら
ど
う
か
。　

ア
ン
ケ
ー
ト
等
で
答
え
て
い

た
だ
け
る
こ
と
も
で
き
る
。

一
つ
の
意
見
と
し
て
伺
う
。

町
が
目
指
す
姿
と
進
む
べ
き

道
筋
を
明
ら
か
に
す
る
た
め

の
最
上
位
の
方
針
と
な
る
「
第
9
次
総

合
計
画
」は
、平
成
28
年
度
か
ら
ス
タ
ー

ト
し
令
和
7
年
度
が
最
終
年
と
な
る
。

　
次
の
「
第
10
次
総
合
計
画
」
策
定
ま

で
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
と
進
め
方
に
つ
い

て
伺
う
。令

和
7
年
度
か
ら
令
和
8
年

度
ま
で
を
策
定
期
間
と
す
る
。

　
令
和
7
年
度
は
現
計
画
の
評
価
検
証

を
行
い
つ
つ
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
や
公

聴
会
、
総
合
計
画
策
定
委
員
会
、
総
合

計
画
審
議
会
、
ま
ち
づ
く
り
検
討
会
等

の
開
催
を
予
定
し
て
い
る
。

　
令
和
8
年
度
は
引
き
続
き
、
総
合
計

画
策
定
委
員
会
や
総
合
計
画
審
議
会
、

ま
ち
づ
く
り
検
討
会
等
の
開
催
を
予
定

し
て
い
る
。
基
本
構
想
に
つ
い
て
は
、

議
会
の
議
決
が
必
要
で
あ
る
た
め
、
議

案
提
出
を
行
う
。
経
過
報
告
は
定
期
的

に
全
員
協
議
会
に
て
行
っ
て
い
く
。

【
そ
の
他
の
質
問
】

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
マ
ネ
ジ
ャ
ー
の

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
マ
ネ
ジ
ャ
ー
の

導
入
に
つ
い
て

導
入
に
つ
い
て 第９次森町総合計画の基本構想
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議会だよりの感想を議会だよりの感想を

お聞かせください！お聞かせください！

※会議の開始時間は午前9時30分です。
※日程が変更される場合もありますのでご了承ください。

５月28日(水)    議会運営委員会５月28日(水)    議会運営委員会
６月 ５日(木)    本会議（招集）・全員協議会６月 ５日(木)    本会議（招集）・全員協議会
６月11日(水)    本会議２日目６月11日(水)    本会議２日目
６月18日(水)    常任委員会６月18日(水)    常任委員会
６月23日(月)    本会議３日目（一般質問）６月23日(月)    本会議３日目（一般質問）
６月25日(水)    本会議（最終日）６月25日(水)    本会議（最終日）

 

６
月
定
例
会
の
予
定

６
月
定
例
会
の
予
定 

森町体験の里等管理運営調査特別委員会森町体験の里等管理運営調査特別委員会
提言書提出提言書提出

　　３月２６日の本会議最終日に、議長、副議長、特別委員会の委員長、３月２６日の本会議最終日に、議長、副議長、特別委員会の委員長、
副委員長の４人で町長に提言書を提出しました。副委員長の４人で町長に提言書を提出しました。
　提言書の概要は、以下のとおりです。　提言書の概要は、以下のとおりです。
　森町体験の里「アクティ森」事業を特別委員会で調査した結果、事業規模と業績のバラ
ンスは悪化の方向をたどり、目的としていた「観光振興と推進」などを達成することが困
難な状況になっていると判断した。また、類似施設の動向を研究したところ、廃止あるい
は民間へ譲渡している自治体も多くあることが分かった。さらに、コンサルティング業務
委託の結果報告を受け、指定管理のままでは行政の枠を超えられないことがよく分かった。
よって、町は当事業から一切手を引き、廃止あるいは民間譲渡を検討することを提言する。町は当事業から一切手を引き、廃止あるいは民間譲渡を検討することを提言する。

〒
437-0293　

静
岡

県
周

智
郡

森
町

森
2101-1

TEL 0538-85-6329　
FAX 0538-85-6044

https://w
w

w.m
orim

achigikai.com
/

E-m
ail:m

orim
achi.gikai@

gm
ail.com
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だ

よ
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編
集

委
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会
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り
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議

会
だ

よ
り

第
103号

令
和

７
年

（
2025年

）
5月

15日
発

行

発
行
責
任
者
議

長

●  

ひひ  

とと  

ここ  

とと  

●●

　
令
和
７
年
４
月
に
町
議
会

議
員
選
挙
が
あ
る
た
め
、
今

回
は
議
会
事
務
局
職
員
が

「
ひ
と
こ
と
」
を
執
筆
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
こ
の
議
会
だ
よ
り
作
成
時

点
で
は
、
こ
れ
か
ら
町
議
会

議
員
選
挙
が
行
わ
れ
る
状
況

で
あ
っ
た
た
め
、
こ
こ
で
新

た
な
議
員
の
皆
さ
ん
を
紹
介

す
る
こ
と
が
残
念
な
が
ら
で

き
ま
せ
ん
で
し
た
。
次
号
で

紹
介
す
る
こ
と
が
で
き
た
ら

い
い
な
と
思
い
ま
す
。

　
こ
の
議
会
だ
よ
り
が
皆
さ

ん
の
お
手
元
に
届
く
頃
に
は
、

新
た
な
議
員
が
誕
生
し
て
い

る
と
思
い
ま
す
。
そ
の
方
た

ち
に
よ
る
新
し
い
風
に
期
待

し
、
引
き
続
き
議
員
を
継
続

す
る
方
に
は
、
さ
ら
な
る
レ

ベ
ル
ア
ッ
プ
に
期
待
し
た
い

で
す
。
私
も
議
員
の
皆
さ
ん

に
負
け
な
い
よ
う
に
、
議
会

運
営
を
陰
で
支
え
ら
れ
る
よ

う
に
、
努
め
て
ま
い
り
た
い

で
す
。
引
き
続
き
、
森
町
議

会
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

（
み
）


